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仕事の多くは 100 名の応募者のなかで 1 番にならないと選ばれない仕事が































専門技術職のキャリア形成」の研究助成を受けて、2017 年 8 月から 2018










仮名 日時（現地時間）  場　所 専　門 現　　在
A 2017 年 8 月 東京 ミュージカル研究 大学院生
B 2017 年 8 月 東京 絵描き、デザイナー デザイン系会社員（2017 年帰国）






























J  2017 年 8 月 ベルリン 打楽器 フリーランス（受験ビザ）
K 2017 年 8 月 ベルリン トロンボーン 大学院生
L 2017 年 8 月 ベルリン 画家（抽象画）  フリーランス
M 2017 年 8 月 ベルリン 写真家（主に料理） フリーランス
N 2017 年 8 月 ベルリン ヴァイオリン 大学院生
O 2017 年 9 月 ベルリン




P 2017 年 9 月 ドイツ地方都市 C 打楽器 オーケストラ奏者内定
Q 2017 年 9 月 ベルリン 声楽 大学院生
R 2017 年 9 月 東京 チューバ 修士修了後、日本で大学院生
S 2017 年 12 月 ベルリン 指揮 大学院の受験生→今夏合格。

























































































（2017 年 8 月 F さんの聞き取りより。下線は筆者追加。）
　また、彼らの語りにしばしば共通するのは、楽器以外、何も学んでこな
かったという発言である。日本で既に国内のコンクールの受賞歴を持って





N さん : そうですね。行っていたりしました。親が仕事の都合とかで、
平日で行こうっていうときは、学校休んで行ってましたね。
相澤 : それでなんか勉強ついていけなくなって、嫌になったりとか？。
















（2017 年 8 月 E さんの聞き取りより。下線は筆者追加。）
　このようなキャリアパターンでヴァイオリンを修得していったEさん、


































































学校の部活の経験を一つのきっかけとして明確に語る G さん、O さん、R





































R さん：それは中学 3 年生です。どこが主催か忘れちゃったんですけれ
ども、ソロコンクールか、ソロコンテストか忘れちゃったんですけれど
も。それが 2 月、3 月くらいにあって。
R さん：中 2 の 2 月か 3 月ですね、初めて出たのは。で、僕の行ってい
た中学はいわゆるほんとに強豪校で、当時の。今見る影もないですけれ
ども。それで、2 つ上の先輩が、全国大会とか行ってたんですね。（中略）

































聞いてもらって。高校 1 年生からきなさいって言われ、それで高校 1 年
生からレッスンに行きました。





































　頻度は大体月 1。……まぁ月 1 でしたね。先生がかなりやっぱり賢く













部と。入試に必要な曲 2、3 曲。そこまでは 2 年、2 年で終える、そう
いう感じでしたね。でも練習していかなかったりすると怖かったです
ね。つまり、周りの、同門の生徒たちは本当に怖がっていましたね。



































（2017 年 8 月 H さんの聞き取りより。下線は筆者追加。）
206 （206）


















あって、トップの 2 校、Y と Z はダントツでレベル高い。けど C,D,E
あたりからガンっとレベルが下がって、誰でも受け入れますって言うほ
ど。相当悪くなるなければ受け入れますって。Z 受けたんですけど Z は
絶対に受からないって、C は絶対落ちないって思ってたんで、そんなに
気持ちの焦りもなく普通に大学入って。 
（2017 年 8 月 H さんの聞き取りより。下線は筆者追加。）
　



















J さん：ギリギリ。 （中略）「まだ B 日程、最後の日程が残ってるから、
こことこことここだったらまだ受けられるよ」って言うの教えてもらっ
て、そのうちの 1 つが私がいたところなんですけど。





















　（2017 年 8 月 B さんの聞き取りより。下線は筆者追加。）
　以上の例を含め、今回の 8 名のサンプルの場合、4 名は現役で大学に進
学し、1 名は専門学校に入学をしている。ただし、彼らの多くは、4-1、
4-2 で見られるパターンと比べると、芸術の専門技術が未熟なまま大学に









































































































































O さん：得意な科目は間違いなく英語でした。（中略）中学 3 年のとき、












































（2017 年 8 月 K さんの聞き取りより）
　K さんは、しばしば多くの受験生が苦手とする近現代史について、むし
ろ利害関係や行動背景、思惑などを考えながら勉強することに楽しみを覚
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私立で 6.27 倍、国公立で 4.28 倍であった。
2　逆に、世の中にいないようでいる、いるようでいない芸術系の学生の生
態に焦点を当てるような書籍が出てきたこと（二宮 2016,  ヨシムラ 
2017）は、ある意味では芸術系学部の大衆化現象と見ることができるか
もしれない。
3　また、芸術が国境を越えて存在しやすい可能性とともに、人種の問題が
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つきまとうことは吉原（2013）がアメリカ社会を事例に明らかにしてい
る。
4　2000 年代の大学進学率上昇期に高校の進路多様校の進路選択研究は盛
んに行われてきた。この時期にまとめられた研究として、酒井朗編
（2007）、望月（2007）、荒川（2009）が挙げられる。また、継続されて
きた進路指導の教育社会学的調査の 2010 年代に更新されたものとし
て、樋田ほか編（2014）や尾嶋・荒牧編（2018）が挙げられる。
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